
令和５年度第１回京丹後市韓哲・まちづくり夢基金運用委員会 

報告書 

 

１ 開催日時  令和５年５月１９日（金）午前９時３０分～午後３時３０分 

 

２ 開催場所  京丹後市役所（２階）２０５会議室 

 

３ 出席者氏名 

（１）京丹後市韓哲・まちづくり夢基金運用委員会委員（６名中６名出席） 

行待佳平 委員長、田中匡代 副委員長、今井みどり 委員、小谷順一 委員、 

川口勝彦 委員、木本紘史 委員 

（２）事務局 

川口誠彦 市長公室長 

松本晃治 市長公室政策企画課長 

北尻光  市長公室政策企画課係長 

青木滉人 市長公室政策企画課主事 

 

４ 議事等 

（１）委員の委嘱 

（２）副委員長の選任 

（３）委員長あいさつ 

（４）議事 

ア 京丹後市韓哲・まちづくり夢基金事業補助金について 

イ 企画提案者からのプレゼンテーション 

ウ 採択の適否に係る意見交換及び結果とりまとめ 

（５）その他 

（６）副委員長あいさつ 

 

５ 公開又は非公開の別 

  一部非公開 （４）議事イ、議事ウ 

（「京丹後市審議会等の会議の公開に関する条例」第５条第５号アに基づく） 

 

６ 要旨 

（１）委員の委嘱 

・京丹後市女性連絡協議会理事の今井みどり氏、一般社団法人京丹後青年会議所

理事長の木本紘史氏を委員に委嘱 

資料 京丹後市韓哲・まちづくり夢基金運用委員会 委員名簿 

資料 京丹後市韓哲・まちづくり夢基金運用委員会 座席表 

 

（２）副委員長の選任 

行待委員長の指名により、田中匡代委員を副委員長に選任。 



参考資料１ 京丹後市韓哲・まちづくり夢基金運用条例 

参考資料２ 京丹後市韓哲・まちづくり夢基金運用条例施行規則 

 

（３）委員長あいさつ 

  本基金は地域の若者、いろんな方々に、文化芸術、産業振興などの分野で活躍し

てもらうための基金です。１０件ということで、長丁場の審査となりますが、ご寄

附いただいた韓会長の思いを十分に受け止めつつ、審査をお願いしたいと思います。 

 

（４）議事 

ア 京丹後市韓哲・まちづくり夢基金事業補助金について 

≪資料１に基づき事務局から説明≫ 

 資料１ 令和５年度京丹後市韓哲・まちづくり夢基金事業補助金 概要 

 

  ≪資料２-１、資料２-２に基づき事務局から説明≫ 

 資料２-１ 審査方法について 

 資料２-２ 京丹後市韓哲・まちづくり夢基金事業補助金交付対象事業の審査に

係る採点表（採点参考） 

 

  ≪資料３-２に基づき事務局から説明≫ 

資料３-２ 企画提案内容（概要版） 

 

≪質疑応答及び意見≫ 

 特になし 

 

イ 令和５年度京丹後市韓哲・まちづくり夢基金事業補助金に係る企画提案内容

の審査 

（資料に基づき、企画提案者から企画内容について説明） 

資料 京丹後市韓哲・まちづくり夢基金事業補助金 企画書 

企画番号① 

「キコリ谷「森のピアノ」」 

（プレゼンター：株式会社 SORA） 

 

企画番号② 

「アーティストが当たり前にいるまち事業（仮称）」 

（プレゼンター：寺島 千絵氏） 

 

企画番号③ 

「子どもたちに食×アートの体験を提供する芸術文化教育事業」 

（プレゼンター：あしたの畑実行委員会） 

  



企画番号④ 

「大地は器 土と絵と音のコラボレーション」 

（プレゼンター：ヒカリ美術館） 

 

企画番号⑤ 

「伝説の里・羽衣音舞台」 

（プレゼンター：伝説の里・羽衣音舞台実行委員会） 

 

企画番号⑥ 

「まるっぽ美術館」 

（プレゼンター：丹後で福祉とアートをつなぐ実行委員会） 

 

企画番号⑦ 

「ロコスハートフェス～Holo imura 今まさに前に進むために団結せよ～」 

（プレゼンター：ロコスハートフェス実行委員会） 

 

企画番号⑧ 

「子どもが能を学ぶプロジェクト」 

（プレゼンター：丹の国丹能会） 

 

企画番号⑨ 

「丹後から能楽師プロジェクト イチから教わる能楽（初級・中級）」 

（プレゼンター：たんたんのうのう会） 

 

企画番号⑩ 

「蒲井・旭ツリーハウスフェスティバル開催事業」 

（プレゼンター：蒲井・旭活性化協議会） 

 

 

  ウ 採択の適否に係る意見交換及び結果とりまとめ 

  （事務局から採点集計結果を報告） 

   総得点はいずれも６割以上、６つの評価項目についてはいずれも３割以上とな

り採択基準を満たしている。 

よって、企画①から⑩が全ての採択基準を満たす結果となっている。 

 

（結果） 

 

企画１０件について、委員会としては採択することとする。 

 

 

 



（５）その他 

  特になし 

 

（６）副委員長あいさつ 

１０件の審査ということで大変だったかと思いますが、やはり韓哲・まちづくり

夢基金が子どもたちの背中を押せるようなものであるということを大切にして、活

かしていけるような形になることを期待したいと思います。また企画提案資料がお

おまかな部分もあったので、事務局において事前の精査がお願いできればありがた

く思います。本日は長時間にわたりお疲れ様でした。 

 


